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1. 令和5年12月期第2四半期の連結業績（令和5年1月1日～令和5年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

5年12月期第2四半期 3,597 11.7 81 △42.0 121 △27.7 69 190.5

4年12月期第2四半期 3,219 7.6 141 151.8 167 189.4 23 73.6

（注）包括利益 5年12月期第2四半期　　155百万円 （1.8％） 4年12月期第2四半期　　152百万円 （100.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

5年12月期第2四半期 55.80 ―

4年12月期第2四半期 19.21 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

5年12月期第2四半期 7,721 2,139 22.4

4年12月期 7,590 2,021 21.7

（参考）自己資本 5年12月期第2四半期 1,732百万円 4年12月期 1,645百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

4年12月期 ― 15.00 ― 30.00 45.00

5年12月期 ― 15.00

5年12月期（予想） ― 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 5年12月期の連結業績予想（令和 5年 1月 1日～令和 5年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,400 2.7 220 △29.3 230 △19.9 100 △24.8 80.82

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 5年12月期2Q 1,240,000 株 4年12月期 1,240,000 株

② 期末自己株式数 5年12月期2Q 2,703 株 4年12月期 2,626 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 5年12月期2Q 1,237,313 株 4年12月期2Q 1,237,397 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載しております予想値は現時点で入手可能な情報に基づいた見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要因等
で大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資
料）2ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスが第５類へ移行し、個人消費やインバウ

ンド消費の回復等により、緩やかな景気回復が続いております。当社グループを取り巻く環境は、エネルギー価

格・原材料価格の高止まり等、先行き不透明な状況が続いておりますが、半導体部品の供給制約の緩和、中国・上

海のロックダウンによる経済活動の抑制の影響等を受けた前年同期と比べ生産活動は回復傾向にあります。

　この様な経済情勢のもと、当社グループでは脱炭素社会への取り組みとして、欧州・中国市場での自動車関連向

けの電子部品、産業機器市場向けの電子部品の受注拡大に努めるとともに、高い品質、高い信頼性を必要とされる

市場への販路拡大を進めております。同時に、工程の自動化、省力化によるコスト削減を進めながら、新製品の開

発に努め、収益力の強化に取り組んでまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は3,597百万円（前年同四半期比11.7％増）となりました。

　地域別の内訳を示しますと、日本国内では2,864百万円、アジアでは337百万円、欧州では381百万円、その他地

域では13百万円となりました。前年同期は、中国・上海のロックダウンの影響により売上は計画比減少しました

が、当期は通常通り営業活動を行っており、国内及び国外向け売上は前年同四半期比で増加しました。

　利益面においては、売上は増加しましたが、原材料価格や人件費の高騰により原価が増加し、粗利益率が低下し

ました。販売費及び一般管理費については、人件費や輸送コストの増加、また新型コロナウイルス感染症が第５類

へ移行したことに伴い出張旅費が増加し、全体として前年同四半期比で増加しました。この結果、営業利益は81百

万円（前年同四半期比42.0％減）となりました。経常利益については、円安に伴う為替差益の増加により、121百

万円(前年同四半期比27.7％減)となりました。

　一方、前年同四半期は中国・上海のロックダウンに伴い、新型コロナウイルス感染症による損失を特別損失に計

上しましたが、当期は発生していないため、特別損失が大きく減少しました。この結果、親会社株主に帰属する四

半期純利益は69百万円（前年同四半期比190.5％増）となりました。

　セグメントの経営成績につきましては、当社グループは電子部品の製造・販売及び付帯業務の単一セグメントで

あるため、記載を省略しています。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比較して130百万円増加し、7,721百万円

となりました。変動の主なものは、現金及び預金の192百万円の増加、商品及び製品の91百万円の増加、売掛金の

64百万円の減少、電子記録債権の63百万円の減少、原材料及び貯蔵品の45百万円の減少、未収入金の70百万円の減

少であります。

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して12百万円増加し、5,581百万円となりました。変動の主なものは、短

期借入金の176百万円の増加、支払手形及び買掛金の295百万円の減少、電子記録債務の159百万円の減少、長期借

入金の360百万円の増加であります。

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して118百万円増加し、2,139百万円となりました。変動の主なものは、

利益剰余金の31百万円の増加、為替換算調整勘定の37百万円の増加、非支配株主持分の31百万円の増加でありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループの業績予想につきましては、令和５年５月12日に公表いたしました通期の業績予想については変更

しておりません。

　今後の動向を踏まえ、当社グループの業績に与える影響を精査の上、業績予想の修正が必要な場合は速やかに開

示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和４年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,368,436 1,560,608

受取手形 33,226 34,550

売掛金 1,051,258 986,915

電子記録債権 680,008 616,609

商品及び製品 412,085 503,310

仕掛品 74,727 74,488

原材料及び貯蔵品 2,156,828 2,111,766

未収入金 98,589 28,047

その他 28,435 36,214

貸倒引当金 △43,229 △39,316

流動資産合計 5,860,367 5,913,195

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,768,009 1,783,296

機械装置及び運搬具 1,393,123 1,456,253

工具、器具及び備品 878,197 897,986

土地 300,006 300,006

リース資産 73,395 50,109

減価償却累計額 △3,177,390 △3,229,069

有形固定資産合計 1,235,342 1,258,582

無形固定資産 9,887 10,133

投資その他の資産

投資有価証券 226,950 272,640

繰延税金資産 120,762 109,990

その他 135,532 155,542

投資その他の資産合計 483,245 538,173

固定資産合計 1,728,475 1,806,889

繰延資産 1,486 1,214

資産合計 7,590,329 7,721,300

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和４年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 892,096 596,496

電子記録債務 731,073 571,178

短期借入金 1,964,041 2,140,297

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

リース債務 3,043 2,891

未払法人税等 51,434 49,945

受注損失引当金 13,276 4,793

その他 254,105 230,949

流動負債合計 3,929,071 3,616,551

固定負債

社債 130,000 120,000

長期借入金 1,118,018 1,478,902

リース債務 3,540 6,899

退職給付に係る負債 380,240 359,524

その他 8,348 2

固定負債合計 1,640,147 1,965,329

負債合計 5,569,218 5,581,880

純資産の部

株主資本

資本金 724,400 724,400

資本剰余金 207,448 207,448

利益剰余金 521,299 553,226

自己株式 △3,819 △3,911

株主資本合計 1,449,328 1,481,163

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19,516 36,319

為替換算調整勘定 176,840 214,752

その他の包括利益累計額合計 196,356 251,072

非支配株主持分 375,425 407,184

純資産合計 2,021,111 2,139,419

負債純資産合計 7,590,329 7,721,300
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和４年１月１日

　至　令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和５年１月１日

　至　令和５年６月30日)

売上高 3,219,773 3,597,159

売上原価 2,418,660 2,807,208

売上総利益 801,113 789,950

販売費及び一般管理費 659,770 708,019

営業利益 141,342 81,930

営業外収益

受取利息 627 775

受取配当金 3,915 4,371

不動産賃貸料 18,716 20,189

為替差益 19,307 31,350

その他 5,950 6,868

営業外収益合計 48,517 63,556

営業外費用

支払利息及び手形売却損 12,780 15,205

賃貸資産減価償却費等 7,717 8,511

その他 1,730 529

営業外費用合計 22,227 24,246

経常利益 167,632 121,240

特別利益

固定資産売却益 1 163

特別利益合計 1 163

特別損失

固定資産除却損 0 3,117

投資有価証券評価損 23,267 －

新型コロナウイルス感染症による損失 44,906 －

特別損失合計 68,173 3,117

税金等調整前四半期純利益 99,459 118,286

法人税、住民税及び事業税 41,837 45,166

法人税等調整額 15,816 △2,843

法人税等合計 57,653 42,323

四半期純利益 41,806 75,963

非支配株主に帰属する四半期純利益 18,037 6,915

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,769 69,047

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和４年１月１日

　至　令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和５年１月１日

　至　令和５年６月30日)

四半期純利益 41,806 75,963

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,320 31,596

為替換算調整勘定 100,647 47,961

その他の包括利益合計 110,968 79,558

四半期包括利益 152,775 155,521

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 109,553 123,762

非支配株主に係る四半期包括利益 43,222 31,758

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和４年１月１日

　至　令和４年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和５年１月１日

　至　令和５年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 99,459 118,286

減価償却費 63,525 67,874

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,776 △20,716

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,727 △3,912

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2,457 △8,483

受取利息及び受取配当金 △4,543 △5,147

支払利息及び手形売却損 12,780 15,205

為替差損益（△は益） 6,521 △23,396

投資有価証券評価損益（△は益） 23,267 －

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △163

有形固定資産除却損 0 3,117

新型コロナウイルス感染症による損失 44,906 －

売上債権の増減額（△は増加） △67,778 153,729

棚卸資産の増減額（△は増加） △354,962 △13,949

未収入金の増減額（△は増加） 142,593 71,185

仕入債務の増減額（△は減少） △96,960 △483,018

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,745 △3,867

その他 △8,524 △51,669

小計 △136,499 △184,925

利息及び配当金の受取額 4,543 5,147

利息の支払額 △13,686 △15,761

新型コロナウイルス感染症による損失の支払額 △41,082 －

法人税等の支払額 △4,008 △47,409

営業活動によるキャッシュ・フロー △190,733 △242,949

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △37,076 △81,920

有形固定資産の売却による収入 1 163

無形固定資産の取得による支出 △100 △1,900

投資有価証券の取得による支出 △488 △477

定期預金の預入による支出 △59,150 △36,600

定期預金の払戻による収入 58,179 47,000

その他 △2,121 △4,374

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,755 △78,109

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 356,961 104,325

長期借入れによる収入 750,000 850,000

長期借入金の返済による支出 △403,862 △417,860

社債の償還による支出 △152,500 △10,000

自己株式の取得による支出 － △91

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,549 △1,744

配当金の支払額 △37,121 △37,121

財務活動によるキャッシュ・フロー 509,928 487,507

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,174 34,098

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 284,613 200,546

現金及び現金同等物の期首残高 1,212,800 1,169,995

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,497,413 1,370,541

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　令和３年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループ(当社及び連結子会社)は、電子部品の製造・販売及び付帯業務の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。
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